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tこ異常を認めない声帯麻庫 56 名(内筋麻庫 16 名) ，声帯炎症 15名， jfff苦腫場 20 名(声帯茸 10 名) ，非





(B) 音 τfゴp=! 
(1) 呼気量および声量
廻転式 Spirometer により肺活量を測定し， Microphone より 50cm の距離における会話奇の音畏な指示






orどer に録音し， Sonagraph (Soundspectrograph Kay Electric Co.) により分析したのなお声帯麻庫(患










正常人の平均呼気量157.2cc/ sec (標準偏差13.5) ，声楽家 (140.5cc/sec) を参考にし，平均呼気量 (200
~299 cc/sec) を I 度， (300"--'399 cc/sec) を I 度， (400r-J499 cc/sec) を亜度， (500r-J599 cc/sec) を町
度， 600cc/sec 以上を V度とし発声時の空気濫費 (Luft Verschwendung 以上 L.V. と略す)の程度とした
が，暖声 I 度 (L.V.I 度 2 名，正常 5 名) ，頃声E度 (L.V.I 度 5 名， n 度 4 名， ][度 1 名) ，頃声 V度
(L.V.W度 3 名， V 度 4 名)で，空気濫費と l慶声は平行していたり他の声帯諸疾患では正常r-JL.V.I 度
で空気濫費は少なかったロ声帯位に就いては，中間位 (L.V. V 度 3 名 ， W度3 名， ][, n, 1 度 1名) , 
偏正中位 (L.V.1 度 10 名， n 度 2 名， ][度 4 名 ， W度 1:?; ， V 度 2 名) ，正中位 (L.V.I 度 2 名， n 
度 1 名，正常 1 名)であった。
声量については，正常人 65r-J75 qhon に比して，声帯麻障では，中間位(代償のあるもの 60r-J65 phon, 
非代償 50"--'60phon) ，偏正中位 (60~65 phon) 正中位 (65r-J70phon) であり，内筋麻庫 (55r-J65 phon) , 
声帯腫場，炎症は (61~70phon) で空気濫費とともに声帯間隙および声帯振動と関係の深い乙とを知った。
(3) 話声位および声域
正常人話声位は男子 A(110 cps) rJ d (145 cps) ，女子 a (220 cps) r-J d 1 (290 cps) であり，声域はそれぞ
れの声種に従って E(81.5cps)~h2(976.5) の間で， 1. 5 octave-2 octave を保つが，中間位の声帯麻庫で
は，不明瞭または話声位附近の 0"--'4 度以内で，偏正中位~正中位では声域 (1octa ver-J 1 octa ve 4度)の増
大を見，話声位は男子 g (193. 8cps) 女子炉 (387.5cps) と寧ろ上昇する傾向があった D 内筋麻障では声








基音より高周波数 (8000 cps) にいたるまで， 母音フオルマントにおけるエネルギーの増強を特徴とする
規則的は Harmonics が見られるが，声帯疾患の Sonagramm では一般に高周波数の倍音不足と雑音成分
の介入が見られる。頃声 V度では声帯位の中間位をとるものが多く，声帯振動がほとんど行われない結果，
基音が極く僅か見られるか，また全く見られず(失声) ，第 1 n 1IIフオルマント附近に雑音を示す不規則
な bar (横縞)が現れ，第百度では，基音および 2， 3 の倍音の出現を見るが，雑音成分は変らず，第亜度
で声帯間隙が少なくなり，声帯緊張回復とともに，第 I フオノレマントまでの規則的倍晋が現れる〔この際
1000"-'3000 cps の倍音が不足し，所謂 Falsetto 音声となるのが見られるっさらにf慶声 E 度， 1 度と問復し，
胸声が可能になるにつれ，全周波数にエネノレギーが出現するつ声帯炎症では通常声帯運動の障碍が少いた
め，可成規則的な Resonance Bar が見られるが，なお第亜フオルマント附近に雑音成分が若干見られ，
声帯腫場では声帯辺縁の不規則な振動により，基音が不明瞭で各フオルマント附近に強い雑音成分が見ら
れたの

























ソナグラムによる検索の結果一般に，基音r-J1000 cycle および 4000 cycle 附近の部分宵Aが暖声の性質を決
定していることを知り，暖声の分析により声情疾患の性質の大要を把隠し得ることを確認した。この研究
によって声帯像と音声との関係が明らかにされ，各種喉頭疾患の音声学的知見が持たらされて，暖声の病
理，並びに発声機構の解明に貢献する所が大きい白
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